海外シンクタンク研修プログラム写真
様式１

申請書

１．応募者について
（１）氏名
	
	該当箇所に○印
	姓
	名

	（日本語）
	［　］Dr.
［　］Mr.
［　］Ms.
［　］Other
	
	

	（ローマ字）
	
	
	


　※パスポートの記載どおり、記入ください。

（２）生年月日
	年（西暦）
	月
	日

	
	
	



（３）国籍　（下記にチェックください）
☐　私は、日本国籍を持っています。

（４）連絡先
	現住所
	〒


	メールアドレス
	

	電話番号
	



（５）所属機関
	所属機関名
	（日本語）
	（英語）

	役職
	（日本語）
	（英語）

	専門分野
	（日本語）
	（英語）

	住所
	〒


	電話番号
	



（６）経歴
A）学位　（学位名、専攻、大学〈機関〉等は、日本語／英語の両方記載のこと）
	
	学位名
	専攻
	取得年月*
(YYYY/MM)
	大学〈機関〉
	在籍期間
(YYYY/MM)

	博士
	
	
	
	
	From：
To：

	修士
	
	
	
	
	From：
To：

	学士
	
	
	
	
	From：
To：


*…単位取得退学の者は、取得年月欄に「未取得」を記入ください。

B）職歴（最新のものから記載）
	年月
	職歴

	
	



C）その他の経歴（国内外留学、受賞歴、外部委員就任など）
	年月
	職歴

	
	



（７）派遣希望時期・期間
	派遣希望時期
	年　　月から

	派遣希望期間
	週間



（８）英語能力
	英語に関する資格・試験の成績等
	自己評価項目
	*該当項目を○印で囲みください

	





	会話力
	日常 ／ 堪能 ／ 母語同等

	
	読解力
	日常 ／ 堪能 ／ 母語同等

	
	作文力
	日常 ／ 堪能 ／ 母語同等


※語学能力を証明する書類がある場合は、コピーを添付ください。

（９）海外経験
	海外経験の時期・期間
	海外経験の内容

	年　　月から　　か月間
	

	年　　月から　　か月間
	

	☞以下、必要に応じて欄を追加ください。
	





２．応募理由について日本語

※日本語で記載ください（１枚以内程度）
	以下の項目を例に記載ください。
・キャリアの目標・計画における本研修プログラムの機会の位置づけ
・安全・安心に関するシンクタンクや関連政策分野（重要技術政策、経済安全保障政策等）への関心
・本研修プログラムを通じて達成したいこと
・本研修プログラムで取得したスキルや知識、ネットワークの今後の活用 等

	





３．調査研究計画についてEnglish
日本語

※日本語と英語で記載ください（３枚以内程度）
	調査研究
テーマ
	日本語：
英語：

	調査研究の目的・概要
	日本語：


英語：



	調査研究の
方法・計画

	日本語：


英語：



	調査研究で得られる成果

	日本語：


英語：



	過去の経験で得たスキル等の活用
(関連する主要業績を含む)
	日本語：


英語：



	その他
（必要に応じて記載ください）
	日本語：


英語：







４．派遣先機関の希望日本語

令和7年度の海外シンクタンク研修プログラムでは、米国のランド研究所、ハドソン研究所の２機関でプログラムを実施いたします。

あなたの研究テーマを踏まえ、希望の派遣先機関を記載ください。

	希望
	派遣先機関
	機関の志望理由

	第1希望
	
	

	第2希望
	
	


※第2希望がなければ、第1希望の記載のみで結構です。
※派遣先機関の派遣者数は、各機関2名程度です。




2

